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１.  はじめに 

近年，音楽配信サービスが一層拡充している．

また，多くの音楽配信サービスではユーザに対

して独自の音楽推薦システムを用いてユーザの

嗜好にあった楽曲を提供している．現在の主要

な音楽推薦技術はユーザの楽曲聴講履歴に基づ

いて，ユーザの嗜好性に合った楽曲推薦を行っ

ている．特に，推薦時に他のユーザの聴講履歴

と比較をして楽曲推薦を行う「協調フィルタリ

ング」，楽曲のメタデータに基づく類似度計算

による「内容に基づくフィルタリング」がよく

用いられる[1]． 

しかしながら，現在用いられている音楽推薦

システムには問題点もある．現在のシステムで

はユーザは限られた範囲でしか楽曲推薦を受け

ることができず，セレンディピティ要素が不足

している．音楽推薦がセレンディピティである

ということは，ユーザが自分で発見することが

できなかったであろう好みの楽曲がシステムに

よって推薦されることを意味する[2]． 

本研究では，楽曲の再生時刻と楽曲メタデー

タに着目し，音楽プレイリストを分析すること

で音楽推薦におけるセレンディピティ要因をあ

きらかにすることを目指す． 

 

２.  研究動向 

大型オンライン音楽配信サービスである

Last.fm では専門家による楽曲解析を行い，「作

曲者」，「ジャンル」，「テンポ」，「地域」

など膨大な楽曲情報から推薦を行っている． 

クラシック音楽のプレイリストにおいて，楽

曲のランキングによる人気度やクラシックジャ

ンルや作曲された年代，再生時刻からセレンデ

ィピティ要因の分析を行っており，再生時刻と

年代に関係性が見られている[3]． 

 

 

 

 

 

３.  分析アプローチ 

本研究では，音楽プレイリストにおいて楽曲

が再生された時刻に着目した．また，本研究で

は楽曲が持つ「調性」にも着目した．調性とは，

ほ ぼ 全 て の 楽 曲 が 有 す る も の で あ り ，

Major,Minor 合わせて 24 種類存在する．調性に

よって曲の持つ雰囲気が変わり，楽曲の特徴を

決める大きな要因となっている[4]．一般的には，

Major 楽曲は明るい印象があり Minor 楽曲は暗い

印象を持つと言われている．24 種類からなる調

性には，調同士の類似度を表した「近親調」や

24 種類の調性それぞれが持つと言われる雰囲気

を表した「調色」が存在する．3.1 節，3.2 節で

は近親調，調色の説明と本研究との関連を述べ

る． 

 本研究では，24 時間放送のオンラインラジオ

番組のプレイリストを用いる．プレイリストの

ジャンルはクラシックであり 2012 年 4 月，7 月，

9月の三か月分の約 4500 曲分を使用する． 

 

３．１． 近親調 

 近親調とは音楽理論に基づいて定義されてい

る調性の類似度であり，6 種類に分類することが

できる[5]． 図１は C から見たときの近親調を

示したものであり，それぞれ①平行調，②属調，

③下属調，④属調平行調，⑤下属調平行調，⑥

同主調を表している． 

 本研究では，再生時刻と調性の分析する際に

近親調も考慮してセレンディピティ要因を探っ

ていく． 

 
図１ 五度圏と近親調の関係 
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３．２． 調色 

 調にはそれぞれが持つ雰囲気が存在し，この

特性のことを調色という[6]．表 1 に調色の一例

を示す．ユーザがどのような時間にどのような

雰囲気を持った楽曲を聞いているかを分析する

ことで，セレンディピティ要因を明らかにして

いく． 

 
表 1 調色の一例 

 
 

４． 分析結果 

 現段階での分析結果を示す．4.1 節では月単位

での分析，4.2 節では再生時刻と調性についての

分析結果を示す． 

 

４．１. 月単位の分析 

 図 2 は 4 月，7 月，9 月それぞれの月の調性の

数をグラフ化したものである．月ごとに放送曲

数は異なるが，各調の放送曲数の割合を見ると D

の曲が多い，といったような傾向が見られる． 

 

 
図 2 月別の調性毎の曲数(上)4 月(中)7 月(下)9 月 

 

４．２. 調性と時間の分析 

 表 2は調性を番号に置き換えたもので，図 3

は縦軸に調番号，横軸に再生時刻をとったもの

で色が濃い部分が曲が集中している部分である．

図 3 から，比較的 Major は午前に多く放送され，

Minorは比較的午後に放送されていることが見て

取れる． 

表 2 調性の番号 

 

 
図 3 時間帯別の調性毎のプロット

(左)Major(右)Minor 

 

５．おわりに 

 本研究では，再生時刻と調性に着目してプレ

イリストを分析し，セレンディピティ要因を明

らかにしようと試みた．現時点での結果として

は，月単位で調性とプレイリストに傾向が見れ

たことと，再生時刻と Major,Minor の放送数に

も傾向を見ることができた．近親調や調性と再

生時刻の間の関係については現時点では明確な

結果を見ることができなかった．今後の課題と

しては，調性以外のメタ情報も用いてクラスタ

ー分析などを行いプレイリストにおけるセレン

ディピティ要因を明らかにしていきたい． 
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